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2007年12月１日（毎月1回1日発行） 第459号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年１０月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,049世帯 
1,173,983,000円 

45,068円 

　
講
座
は
、
所
長
で
学
校
長
の
原

田
先
生
を
先
頭
に
歯
科
医
師
・
衛

生
士
・
技
工
士
が
、
毎
回
十
数
人

が
参
加
し
て
、
「
な
ぜ
口
の
中
の

健
康
が
大
切
な
の
か
」
を
、
拡
大

顕
微
鏡
で
写
し
た
歯
に
こ
び
り
つ

い
て
い
る
細
菌
を
見
た
り
、
歯
の

汚
れ
を
色
染
め
し
て
、
各
自
が
手

鏡
で
確
認
し
な
が
ら
、
的
確
な
歯

磨
き
を
く
り
か
え
し
実
習
を
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
入
れ
歯
や
補
て
つ
物
に

つ
い
て
、
様
々
な
実
物
や
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
が
あ
り
、
上
手
な
手
入

れ
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。
入
れ

歯
が
し
っ
か
り
と
口
に
収
ま
っ
た

ら
食
事
も
す
す
み
、
明
る
い
生
き

方
に
転
換
し
た
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
「日
頃
た
か
が
歯
と
軽
く
み
て
、

自
分
流
で
歯
み
が
き
を
し
て
い
た

の
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
ね
」
「
定
期

的
に
歯
科
で
診
て
も
ら
う
こ
と

が
、
結
局
は
歯
を
守
り
医
者
代
も

か
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
い
ま
残
っ
て
い
る
歯
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
受
講
者
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
来
年
度
よ
り
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が

創
設
さ
れ
る
。
国
の
資

料
に
よ
る
と
①
75
歳

以
上
す
べ
て
の
人
が
独
立
し
た
医

療
制
度
に
な
る
②
保
険
料
は
年
金

額
月
１
万
５
千
円
以
上
の
人
は
年

金
か
ら
天
引
き
し
、
市
町
村
が
徴

収
す
る
③
運
営
は
都
道
府
県
単
位

の
広
域
連
合
で
行
な
う
④
患
者
は

１
割
負
担
、
現
役
並
み
所
得
者
は

３
割
な
ど
で
あ
る
▼
こ
れ
だ
け
で

は
問
題
点
が
見
え
な
い
。
注
意
点

は
①
現
在
加
入
し
て
い
る
国
保
等

を
脱
退
さ
せ
ら
れ
こ
の
制
度
に
入

る
②
保
険
料
は
現
在
扶
養
の
人
も

含
め
75
歳
以
上
全
員
が
払
う
③

政
府
試
算
で
は
保
険
料
は
１
人
当

た
り
月
６
、２
０
０
円
で
介
護
保

険
料
と
併
せ
る
と
月
１
万
円
以
上

と
な
る
④
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

今
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
75
歳

以
上
の
人
で
も
保
険
証
を
取
り
上

げ
ら
れ
、「
資
格
証
明
証
」の
発
行

で
10
割
負
担
で
の
受
診
と
な
る

⑤
医
療
内
容
も
別
立
て
で
治
療
の

上
限
が
決
め
ら
れ
た
「
包
括
払
い

（
定
額
制
）」と
な
り
、
そ
れ
以
上

は
自
費
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
必
要
な
医
療
が
受
け
に

く
く
な
る
▼
今
、
政
府
は
国
民
の

声
を
恐
れ
て
半
年
間
の
「
凍
結
」

を
言
い
出
し
た
。
し
か
し
「凍
結
」

で
は
制
度
は
存
在
す
る
。
団
塊
の

世
代
が
「
後
期
高
齢
者
」
に
な
る

前
に
医
療
切
捨
て
の
仕
組
み
を
作

っ
て
お
く
の
が
狙
い
で
あ
る
▼
世

界
の
中
で
も
高
齢
者
と
い
う
年
齢

で
別
立
て
の
医
療
保
険
制
度
が
あ

る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。

こ
ん
な
「
長
生
き
を
す
る
な
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
医
療
制
度
を
後

世
に
残
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は
絶

対
に
廃
止
す
る
し
か
な
い
（
関
） 

あぜ道 あぜ道 

　
「
知
っ
て
得
す
る
口
の
中
の
健
康
づ
く
り
　
知
識
も
実
技
も
あ
わ
せ
て
学
ぼ
う
！
」
と
、
高
山
支
部
の
「
歯

の
保
健
大
学
」
が
11
月
9
日
か
ら
27
日
ま
で
四
回
、
い
ぶ
き
会
館
で
開
か
れ
、
男
女
26
人
が
学
び
あ
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
「
た
か
が
歯
と
、
自
己
流
で
歯
み
が
き
を
し
て
き
た
が
、
も
っ
と
真
剣
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
折
角
の
歯
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
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寒くなりました。暖かいところから寒いところに行く機会がおおくなり脳卒中が起こりやすい季節です。高血圧の方は特に注意が必要です。 

歯の保健大学 
高山支部で 

歯の保健大学 
高山支部で 

「
予
防
の
大
事
さ
」

「
予
防
の
大
事
さ
」実
感
実
感 

「
予
防
の
大
事
さ
」

「
予
防
の
大
事
さ
」実
感
実
感 

「
予
防
の
大
事
さ
」実
感 

的
確
な
歯
み
が
き
・
定
期
受
診 

が
ん
が
ん
診
療
拠
点
病
院
公
開
講
座

診
療
拠
点
病
院
公
開
講
座 

が
ん
診
療
拠
点
病
院
公
開
講
座 

「
い
の
ち
」
を
大
切
大
切
に
す
る
医
療

す
る
医
療 

「
い
の
ち
」
を
大
切
に
す
る
医
療 

　
今
回
は
、
子
宮
が
ん
等
の
最
新
の
治
療
方
法
や
利
根
中
央
病
院

で
は
ど
の
様
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か
の
話
で
す
。
（入
場
無
料
） 

　
10
月
28
日
（日
）、
東
京
亀
戸

中
央
公
園
に
４
万
２
千
人
（
利
根

か
ら
31
人
）
が
参
加
し
て
、
新

テ
ロ
特
措
法
案
阻
止
　
許
す
な
消

費
税
増
税
な
ど
様
々
な
諸
要
求
を

掲
げ
「
10
・
28
国
民
大
集
会
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
、「
高
齢
者
い
じ
め

の
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
で

は
ま
と
も
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
。
廃
止
さ
せ
よ
う
」「
黙

っ
て
い
た
ら
消
費
税
は
上
げ
ら
れ

る
。
必
ず
阻
止
し
よ
う
」
と
次
々

訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。
参
議
選
後

の
政
治
の
変
化
を
さ
ら
に
推
し
進

め
る
た
め
、
地
域
で
行
動
に
立
ち

上
が
り
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
、
11
月

４
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ

ー
タ
で
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
事

業
の
講
演
会
を
お
こ
な
い
、
１
１

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
講
師
の
「
報
道
２
０
０
１
」
キ

ャ
ス
タ
ー
の
黒
岩
祐
治
さ
ん
が
、

「
い
の
ち
」
に
こ
だ
わ
る
き
っ
か

け
は
「
救
急
医
療
」
で
あ
っ
た
。

当
時
、
救
急
車
の
救
急
隊
員
は
何

の
処
置
も
出
来
ず
助
か
る
命
も
助

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を

取
材
し
、
連
続
し
て
テ
レ
ビ
で
放

映
し
世
論
に
喚
起
し
た
。こ
の
と

り
く
み
が
「
点
滴
」
や
「
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
」「
気
管
の
確
保
」
等

が
出
来
る
「
救
急
救
命
士
」
誕
生

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

　
引
き
続
き
「
准
看
護
婦
制
度
」

に
も
と
り
く
み
、「
き
つ
い
」「
き

た
な
い
」「
き
け
ん
」
の
３
Ｋ
と

言
わ
れ
て
い
た
看
護
婦
の
仕
事

を
、
看
護
婦
の
仕
事
の
や
り
が
い

や
素
晴
ら
し
さ
を
「
感
動
の
看
護

婦
最
前
線
」
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
で

取
り
上
げ
、
そ
の
後
の
看
護
婦

（
師
）
行
政
に
一
石
を
投
じ
た
。 

　
黒
岩
氏
は
「
今
の
日
本
の
医
療

は
い
の
ち
と
向
き
合
っ
て
い
る
の

か
疑
問
だ
。
い
の
ち
を
大
切
す
る

医
療
に
」
と
切
り
口
の
鋭
い
話
で

し
た
。 

黒岩祐治さん 

デモ行進に向け利根沼田の参加者たち 

後期高齢者医療 
消費税増税に 怒り 怒り 怒り 

年末年始診療案内 年末年始診療案内 年末年始診療案内 
2007年度 

利 根 中 央 病 院  

＊病院では、急患の方はいつでも受付をしますのでご
連絡ください。 
＊長期投薬を受けている方は、休みになる前に早めに
ご連絡ください。 

12月30日（日）～１月３日（木）休診 
＊利根歯科診療所のみ急患の方はご連絡ください。 

12月29日（土）午前：通常診療、午後：休診 
30日（日）休診 
31日（月）休診 

1月 1日（火）休診 
2日（水）休診 
3日（木）休診 
4日（金）通常診療 

利根歯科診療所・片品診療所・とね診療所 

利
根
中
央
病
院 

12
月
8
日
に
「
市
民
公
開
講
座
」 

日
時 

… 

12
月
８
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分 

場
所 

… 

利
根
中
央
病
院 

研
修
棟
講
堂
（
元
歯
科
診
療
所
跡
） 

講
師 

… 

伊
吹
　
友
二
先
生
（
当
院
産
婦
人
科
医
長
） 

講
演
テ
ー
マ 

…
「
子
宮
が
ん
・
卵
巣
が
ん
の
最
新
治
療
」 

国民大集会に4万2千人 

目
で
確
か
め
な
が
ら 
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増
資
者
一
覧 

10
月
分 

▼
10
月
の
増
資
は
三
、○
七
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た

　
九
六
四
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
2010
口
以
上
） 

得
能
　
淑
子 

　（
2000
口
以
上
） 

 

井
上
　
照
子 

　（
1630
口
以
上
） 

萩
原
　
吉
夫 

　（
1540
口
以
上
） 

岩
崎
　
佳
民 

　（
1230
口
以
上
）　 

大
島
　
昭
治 

　（
1190
口
以
上
）　 

 

入
沢
　
又
一 

　（
700
口
以
上
） 

加
藤
　
達
男 

　（
530
口
以
上
） 

佐
藤
　
長
次 

　（
420
口
以
上
） 

山
田
七
之
助 

林
　
　
　
敏 

　（
410
口
以
上
） 

中
沢
　
昇
治 

　（
400
口
以
上
） 

橋
　
道
子 

　（
370
口
以
上
） 

湯
沢
　
安
子 

　（
350
口
以
上
） 

染
谷
　
恒
雄 

　（
330
口
以
上
） 

小
田
　
正
治 

　（
310
口
以
上
） 

村
田
　
定
蔵 

　（
290
口
以
上
） 

三
浦
　
　
武 

 

金
子
　
宣
枝 

　（
240
口
以
上
） 

石
井
　
光
治 

　（
220
口
以
上
） 

田
辺
　
善
三 

　（
210
口
以
上
） 

桑
原
　
治
江 

　（
200
口
以
上
） 

小
野
　
の
ぶ 

横
坂
佐
太
郎 

　（
180
口
以
上
） 

岩
井
さ
ゑ
子 

　（
170
口
以
上
） 

西
形
喜
美
代 

　（
160
口
以
上
） 

小
林
　
ひ
さ 

 

永
島
　
正
三 

須
田
　
正
文 

　（
140
口
以
上
） 

中
沢
　
文
二 

桑
原
　
　
登 

高
山
　
貞
子 

　（
130
口
以
上
） 

 

倉
沢
　
和
雄 

桑
原
　
清
一 

　（
120
口
以
上
） 

松
永
　
良
一 

林
　
　
栄
一 

星
野
　
睦
江 

 

田
村
か
ず
子 

　（
110
口
以
上
） 

 

林
　
　
昭
平 

鳥
羽
　
昭
男 

松
下
　
品
平 

樋
口
　
久
義 

 

山
本
　
由
美 

武
井
　
喜
代 

　（
100
口
以
上
） 

 

星
野
　
昭
二 

大
谷
栄
一
郎 

　（
90
口
以
上
） 

生
方
　
輝
房 

角
田
　
治
子 

田
中
勢
津
子 

井
之
川
つ
ね 

　（
80
口
以
上
） 

長
田
福
三
郎 

小
田
六
三
郎 

諸
田
　
忠
造 

池
田
茂
奈
雄 

木
下
　
　
進 

清
野
　
健
三 

宮
田
　
欣
二 

角
田
　
　
貫 

狩
野
　
精
一 

小
池
　
と
み 

　（
70
口
以
上
） 

 
沢
田
　
　
武 

 

神
保
　
洋
子 

 

高
橋
　
郁
夫 

大
竹
　
良
雄 

　（
60
口
以
上
） 

石
田
　
良
雄 

田
中
　
良
一 

櫛
渕
　
利
治 

小
野
塚
幸
子 

 

井
田
　
孝
一 

須
田
　
昌
治 

小
嶌
多
喜
男 

　（
50
口
以
上
） 

片
野
　
岩
雄 

 

遠
藤
　
享
志 

 

中
島
　
靖
浩 

丸
山
　
文
子 

 

久
保
田
米
子 

須
田
　
英
次 

千
明
サ
ト
子 

　（
40
口
以
上
） 

古
俣
　
忠
雄 

高
野
　
健
一 

 

小
池
　
宗
作 

小
林
由
太
郎 

　（
30
口
以
上
） 

唐
沢
　
正
二 

金
井
　
章
二 

大
畠
　
正
樹 

大
塚
　
　
豊 

角
田
　
好
男 

鶴
渕
　
信
一 

中
嶋
　
忠
雄 

新
井
　
　
昭 

 

中
沢
　
　
清 

山
田
　
英
二 

新
井
　
孝
典 

 

佐
藤
和
加
枝 

（
20
口
以
上
） 

 

中
村
　
信
治 

小
池
　
恒
二 

中
沢
　
武
三 

石
北
　
直
樹 

腰
野
　
真
司 

関
谷
　
寛
一 

小
島
　
賢
寿 

吉
澤
　
国
政 

生
方
　
純
也 

星
野
　
武
由 

柿
沼
　
正
弘 

 

高
山
　
時
夫 

（
10
口
以
上
） 

倉
品
　
元
子 

武
井
　
宏
次 

 

河
内
　
新
司 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　（
4620
口
以
上
） 

綿
貫
　
藤
江 

　（
1150
口
以
上
） 

 

田
中
　
穂
積 

　（
770
口
以
上
） 

深
津
　
勝
治 

　（
160
口
以
上
） 

 

堀
口
　
稔
夫 

　（
150
口
以
上
） 

井
之
川
み
ち
江 

　（
130
口
以
上
） 

 

林
　
　
国
繁 

　（
90
口
以
上
） 

生
方
　
春
夫 

　（
60
口
以
上
） 

田
村
　
正
光 

後
藤
　
洋
一 

　（
50
口
以
上
） 

小
林
　
　
勝 

関
谷
　
数
枝 

　（
30
口
以
上
） 

羽
鳥
　
英
子 

　（
20
口
以
上
） 

湯
原
　
勝
午 

　（
10
口
以
上
） 

大
蔵
　
文
規 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
3180
口
以
上
） 

加
藤
　
岩
男 

　（
480
口
以
上
） 

小
林
　
浩
子 

　（
190
口
以
上
） 

 

田
中
　
文
男 

　（
110
口
以
上
） 

加
瀬
田
真
稔 

　（
100
口
以
上
） 

佐
々
木
貞
二 

　（
90
口
以
上
） 

永
井
　
羊
一 

　（
70
口
以
上
） 

砂
川
　
徳
治 

　（
60
口
以
上
） 

横
山
し
げ
子 

鈴
木
　
英
世 

　（
40
口
以
上
） 

金
子
　
勝
美 

大
坪
　
三
郎 

　（
30
口
以
上
） 

湯
本
　
誠
二 

樋
口
三
津
義 

工
藤
　
　
強 

金
子
　
京
子 

増
田
フ
ミ
子 

　（
20
口
以
上
） 

戸
部
　
大
吉 

根
岸
初
太
郎 

　（
10
口
以
上
） 

真
庭
　
作
平 

中
村
　
武
士 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
1500
口
以
上
） 

勅
使
河
原
正
太
郎 

　（
560
口
以
上
） 

飯
田
　
武
一 

　（
430
口
以
上
） 

馬
場
半
次
郎 

　（
320
口
以
上
） 

菅
沼
　
孫
八 

　（
280
口
以
上
） 

藤
井
　
　
勝 

　（
250
口
以
上
） 

堀
沢
　
敏
雄 

　（
210
口
以
上
） 

雨
宮
　
敏
家 

　（
200
口
以
上
） 

永
井
　
喜
壱 

　（
170
口
以
上
） 

田
辺
ユ
キ
子 

　（
160
口
以
上
） 

大
川
　
倭
子 

金
井
　
博
治 

　（
150
口
以
上
） 

太
田
波
五
郎 

小
林
　
文
枝 

 

不
破
　
房
夫 

須
田
　
　
進 

　（
140
口
以
上
） 

千
明
　
一
也 

高
橋
三
千
明 

本
多
　
夏
子 

　（
130
口
以
上
） 

倉
品
　
秀
臣 

上
岡
　
春
男 

下
田
　
仁
左 

　（
120
口
以
上
） 

町
田
　
　
武 

星
野
　
光
男 

竹
村
　
健
一 

 

宇
敷
　
慶
吉 

 

大
木
　
リ
ン 

　（
110
口
以
上
） 

植
村
た
ま
子 

　（
100
口
以
上
） 

後
藤
　
正
勝 

中
島
　
　
務 

 

角
田
　
芳
雄 

　（
90
口
以
上
） 

小
林
　
祐
司 

沓
沢
サ
ク
子 

　（
80
口
以
上
） 

田
代
　
経
量 

宮
崎
　
和
一 

森
下
　
利
子 

武
藤
　
成
孝 

山
田
　
元
幸 

　（
70
口
以
上
） 

志
野
　
一
郎 

松
村
　
幾
正 

 

笛
木
　
　
洋 

 

西
郷
　
　
悟 

高
野
　
将
廣 

　（
60
口
以
上
） 

野
上
　
菊
子 

半
田
　
光
夫 

本
多
　
和
貴 

 

有
坂
　
正
雄 

　（
50
口
以
上
） 

鳥
羽
　
昭
雄 

細
木
百
合
子 

原
　
　
要
吉 

田
中
　
正
治 

橋
本
　
　
昇 

林
　
　
幹
彦 

塩
原
　
芳
夫 

下
　
　
都
夫 

原
澤
　
達
由 

水
田
　
　
稔 

辻
　
　
幸
雄 

 

半
田
千
代
子 

　（
40
口
以
上
） 

 

阿
佐
見
秋
男 

小
林
　
秀
二 

浅
沼
ヨ
シ
ノ 

 

佐
藤
　
　
澄 

諸
田
　
チ
エ 

関
谷
　
弘
典 

桑
原
　
一
男 

武
井
　
幸
次 

　（
30
口
以
上
） 

樋
口
　
　
仁 

田
村
　
　
実 

橋
本
津
加
佐 

永
井
　
久
雄 

吉
永
　
克
喜 

藤
田
栄
次
郎 

 

伊
藤
　
幸
夫 

笹
口
　
一
也 

　（
20
口
以
上
） 

小
菅
　
弘
国 

西
原
　
光
代 

戸
部
　
多
吉 

萩
原
　
正
則 

 

大
塚
　
英
喜 

登
坂
　
一
恵 

　（
10
口
以
上
） 

堤
　
　
太
一 

 

丸
山
　
　
進 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
1630
口
以
上
） 

坂
井
　
幸
恵 

　（
1590
口
以
上
） 

笠
原
宇
重
郎 

　（
1360
口
以
上
） 

高
山
　
良
雄 

　（
780
口
以
上
） 

生
方
　
行
子 

　（
600
口
以
上
） 

角
田
　
正
男 

　（
560
口
以
上
） 

中
澤
　
竹
雄 

　（
520
口
以
上
） 

塩
沢
　
勝
利 

　（
430
口
以
上
） 

石
倉
　
恒
治 

　（
380
口
以
上
） 

青
柳
　
裕
子 

　（
350
口
以
上
） 

角
田
　
ヒ
ロ 

　（
340
口
以
上
） 

峯
　
　
力
松 

　（
230
口
以
上
） 

柳
　
　
忠
雄 

　（
220
口
以
上
） 

今
井
　
和
夫 

 

増
田
　
幾
三 

　（
220
口
以
上
） 

 

坂
西
　
清
二 

　（
190
口
以
上
） 

登
坂
彦
太
郎 

　（
150
口
以
上
） 

鈴
木
　
　
修 

大
久
保
平
治 

　（
140
口
以
上
） 

井
上
　
敏
夫 

　（
120
口
以
上
） 

金
子
　
重
光 

　（
110
口
以
上
） 

森
田
　
　
覚 

竹
部
　
辰
夫 

横
坂
　
　
勲 

　（
100
口
以
上
） 

佐
藤
　
和
彦 

　（
90
口
以
上
） 

村
山
　
岩
雄 

　（
80
口
以
上
） 

冨
沢
　
公
一 

生
方
　
勘
吾 

木
榑
く
ら
子 

　（
70
口
以
上
） 

増
田
　
守
雄 

大
河
原
常
男 

山
口
　
幸
雄 

小
林
　
常
治 

　（
60
口
以
上
） 

今
井
　
信
治 

　（
50
口
以
上
） 

町
田
　
利
夫 

長
塩
　
玄
雄 

加
納
　
保
司 

 

渡
辺
　
行
哉 

山
岸
　
永
利 

　（
40
口
以
上
） 

山
崎
　
良
江 

飯
島
　
錦
子 

荒
川
　
元
治 

村
上
　
忠
夫 

　（
30
口
以
上
） 

永
井
　
武
志 

 

後
藤
　
武
夫 

中
沢
　
数
郎 

田
村
　
紀
信 

 

今
泉
卯
重
郎 

原
　
　
　
稔 

　（
20
口
以
上
） 

木
榑
　
武
夫 

高
橋
　
　
進 

今
村
禧
八
郎 

武
井
　
　
章 

木
暮
　
ハ
ツ 

勝
見
と
み
子 

　（
10
口
以
上
） 

鳥
羽
　
　
政 

高
橋
　
義
男 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
2960
口
以
上
） 

林
　
健
重
郎 

　（
1230
口
以
上
） 

南
雲
　
成
子 

　（
1050
口
以
上
） 

織
田
沢
澄
世 

　（
900
口
以
上
） 

川
田
　
正
彦 

　（
670
口
以
上
） 

本
間
　
省
吾 

　（
620
口
以
上
） 

宇
敷
　
徳
衛 

　（
590
口
以
上
） 

稲
垣
　
隆
三 

武
井
　
将
一 

　（
550
口
以
上
） 

大
竹
　
利
幸 

　（
530
口
以
上
） 

 

宮
野
入
三
男 

　（
500
口
以
上
） 

 

内
山
　
　
晋 

　（
300
口
以
上
） 

角
田
　
高
信 

　（
280
口
以
上
） 

田
村
　
利
男 

　（
230
口
以
上
） 

津
久
井
千
春 

　（
200
口
以
上
） 

関
本
　
　
桂 

 

染
谷
　
整
司 

　（
180
口
以
上
） 

 

大
竹
　
信
也 

　（
170
口
以
上
） 

 

小
川
　
日
吉 

　（
160
口
以
上
） 

富
田
　
綾
子 

　（
150
口
以
上
） 

佐
藤
　
定
夫 

松
井
　
昭
久 

 

桑
原
　
幸
夫 

　（
130
口
以
上
） 

星
野
　
好
正 

宇
敷
　
松
夫 

弘
重
　
米
子 

　（
120
口
以
上
） 

小
林
　
郁
夫 

 

大
宮
　
義
胤 

　（
110
口
以
上
） 

 

竹
之
内
富
夫 

鷲
頭
義
太
郎 

　（
100
口
以
上
） 

 

小
林
　
利
伸 

 

高
橋
　
達
雄 

関
　
　
昭
司 

加
藤
　
大
洋 

織
田
沢
は
ま
子 

松
井
　
俊
英 

　（
90
口
以
上
） 

丸
山
　
龍
一 

 

武
井
　
良
夫 

星
野
　
次
郎 

　（
80
口
以
上
） 

星
野
　
寅
雄 

冨
岡
　
正
男 

石
井
　
　
徹 

　（
70
口
以
上
） 

 

金
井
申
太
郎 

織
田
沢
賢
一 

大
倉
　
光
雄 

　（
60
口
以
上
） 

青
木
　
清
吉 

山
田
　
弥
平 

松
永
　
郁
夫 

本
多
　
敏
二 

宮
田
　
貨
吉 

織
田
沢
和
恵 

松
永
　
吉
隆 

 

中
條
　
忠
久 

石
井
　
幸
子 

原
　
　
　
明 

武
井
み
ち
江 

木
暮
　
義
行 

　（
50
口
以
上
） 

石
井
富
士
雄 

 

高
橋
　
ア
キ 

津
久
井
源
二 

星
野
　
貞
男 

長
岡
　
祐
二 

貝
瀬
　
常
鎮 

　（
40
口
以
上
） 

武
井
　
宏
夫 

滝
沢
　
平
二 

武
井
　
隆
明 

水
野
美
代
子 

佐
藤
　
　
猛 

石
合
　
三
郎 

 

千
明
　
伸
行 

松
永
　
幸
雄 

峯
川
　
卓
美 

大
竹
　
芳
美 

横
坂
　
昭
子 

　（
30
口
以
上
） 

小
出
八
重
子 

山
田
　
栄
一 

小
池
　
正
夫 

星
野
　
輝
男 

桑
原
　
生
次 

長
崎
　
　
徹 

檮
木
　
梅
雄 

星
野
　
通
泰 

渡
辺
　
精
一 

庄
司
美
由
紀 

武
井
　
祥
次 

石
井
　
民
枝 

　（
20
口
以
上
） 

金
井
　
　
博 

 

川
田
　
宏
幸 

武
井
　
茂
喜 

 

藤
井
　
松
美 

金
井
　
高
平 

星
野
　
文
弥 

石
神
　
長
一 

星
野
　
正
明 

 

生
方
　
元
子 

吉
崎
　
政
二 

松
井
　
正
之 

　（
10
口
以
上
） 

勝
田
　
　
清 

茂
木
　
　
実 

千
明
　
恒
元 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
1120
口
以
上
） 

細
川
　
三
夫 

　（
340
口
以
上
） 

高
山
　
せ
ん 

　（
210
口
以
上
） 

金
子
　
千
春 

　（
190
口
以
上
） 

小
野
塚
二
夫 

　（
130
口
以
上
） 

高
橋
　
勇
作 

　（
120
口
以
上
） 

福
崎
　
岩
八 

　（
110
口
以
上
） 

能
登
　
龍
夫 

　（
90
口
以
上
） 

 

中
村
　
良
雄 

　（
80
口
以
上
） 

田
村
　
　
満 

松
井
　
金
良 

 

原
　
　
明
弘 

　（
70
口
以
上
） 

 

岡
谷
　
悦
之 

　（
60
口
以
上
） 

 

斉
藤
　
武
市 

斉
藤
　
広
明 

 

木
村
喜
美
江 

　（
50
口
以
上
） 

牧
野
　
正
光 

酒
井
　
谷
雄 

　（
40
口
以
上
） 

戸
部
　
仙
助 

 

斉
藤
　
好
男 

高
山
　
精
二 

小
林
角
太
郎 

桑
原
　
昭
二 

摺
淵
他
希
雄 

 

大
嶋
　
初
雄 

　（
30
口
以
上
） 

 

斉
藤
積
二
郎 

山
田
　
俊
司 

高
山
冨
士
夫 

保
坂
ウ
メ
子 

　（
20
口
以
上
） 

大
島
　
　
正 

高
橋
　
ゆ
き 

山
田
　
盛
雄 

吉
岡
　
斐
子 

斎
藤
　
八
一 

斉
藤
　
義
二 

　（
10
口
以
上
） 

山
田
庄
二
郎 

山
田
　
則
之 

笹
川
　
一
代 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
1120
口
以
上
） 

 

高
橋
　
房
夫 

　（
220
口
以
上
） 

小
柴
　
　
務 

　（
170
口
以
上
） 

本
山
　
淳
一 

　（
160
口
以
上
） 

星
川
嘉
一
郎 

　（
150
口
以
上
） 

加
藤
　
山
吉 

　（
120
口
以
上
） 

 

桑
村
　
高
志 

　（
100
口
以
上
） 

久
枝
　
　
允 

　（
80
口
以
上
） 

 

西
山
　
秀
男 

宮
沢
　
恒
雄 

落
合
　
幸
次 

　（
70
口
以
上
） 

片
野
　
芳
男 

綿
貫
　
正
雄 

　（
50
口
以
上
） 

佐
藤
　
勝
治 

外
山
　
昭
子 

穂
苅
　
勝
代 

　（
40
口
以
上
） 

 

片
野
　
征
平 

高
橋
　
　
進 

今
井
孝
三
郎 

 

斉
藤
　
静
子 

小
林
　
順
一 

　（
30
口
以
上
） 

登
坂
　
頼
行 

地
野
　
イ
サ 

高
橋
　
純
義 

井
口
　
育
夫 

山
口
　
佳
丈 

小
林
　
　
満 

山
本
　
秀
作 

松
井
與
志
夫 

　（
20
口
以
上
） 

石
橋
　
利
正 

松
井
　
　
一 

和
泉
沢
　
茂 

桜
井
　
三
郎 

高
橋
　
恒
雄 

林
　
ト
ク
子 

高
橋
美
知
子 

山
口
佳
津
江 

剣
持
　
平
湯 

　（
10
口
以
上
） 

野
村
　
　
治 

川
方
　
武
夫 

松
井
　
章
一 

高
橋
　
昭
恵 

小
林
長
次
郎 

根
岸
伊
左
夫 

津
久
井
英
明 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
1060
口
以
上
） 

平
井
　
良
明 

　（
210
口
以
上
） 

永
町
　
利
雄 

　（
160
口
以
上
） 

 

塩
野
　
力
夫 

　（
130
口
以
上
） 

 

小
田
橋
貴
久 

　（
100
口
以
上
） 

 

深
代
　
　
誠 

茂
木
　
利
男 

鍋
倉
　
康
人 

森
下
喜
久
夫 

　（
90
口
以
上
） 

生
方
　
泰
輔 

　（
60
口
以
上
） 

平
井
　
澄
雄 

水
野
さ
か
ゑ 

　（
50
口
以
上
） 

 

田
辺
　
尚
充 

生
方
　
　
博 

金
子
　
静
子 

　（
40
口
以
上
） 

 

生
方
　
五
郎 

若
林
　
秋
夫 

 

茂
木
　
　
登 

　（
30
口
以
上
） 

平
井
　
　
登 

平
井
浜
治
郎 

塩
野
　
勝
雄 

愛
橋
　
助
夫 

　（
20
口
以
上
） 

林
　
み
ち
子 

吉
野
富
士
男 

茂
木
　
忠
男 

市
場
　
光
利 

 

茂
木
　
隆
正 

 

塩
野
都
太
郎 

市
場
惣
一
郎 

　（
10
口
以
上
） 

渋
谷
富
次
夫 

〈
白
沢
支
部
〉 

　（
190
口
以
上
） 

韮
山
　
豊
次 

　（
180
口
以
上
） 

西
川
　
寅
松 

　（
130
口
以
上
） 

高
橋
　
竹
松 

中
村
　
光
夫 

白
倉
　
哲
雄 

　（
120
口
以
上
） 

小
林
　
精
一 

中
村
　
一
次 

　（
110
口
以
上
） 

広
田
富
士
夫 

　（
80
口
以
上
） 

中
村
　
勇
二 

　（
70
口
以
上
） 

池
田
　
幸
二 

　（
60
口
以
上
） 

大
竹
　
安
治 

 

山
辺
　
光
子 

小
林
　
充
義 

大
津
　
き
志 

　（
50
口
以
上
） 

新
木
武
一
郎 

松
井
　
信
之 

中
村
　
一
敏 

　（
30
口
以
上
） 

藤
井
　
勝
広 

佐
藤
　
　
昭 

七
五
三
木
好
美 

 

宮
田
富
士
夫 

　（
20
口
以
上
） 

諸
田
　
　
進 

桜
井
　
昭
治 

 

松
井
　
三
之 

佐
藤
　
　
透 

 

岡
村
　
雅
水 

　（
10
口
以
上
） 

小
林
　
利
雄 

岡
村
　
藤
一 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1330
口
以
上
） 

小
林
　
喜
市 

　（
1230
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　（
390
口
以
上
） 

 

星
野
　
一
重 

　（
320
口
以
上
） 

笹
原
　
森
一 

　（
300
口
以
上
） 

 

千
明
　
清
志 

　（
280
口
以
上
） 

星
野
　
節
子 

　（
240
口
以
上
） 

井
上
　
　
昇 

　（
200
口
以
上
） 

吉
野
　
長
三 

　（
190
口
以
上
） 

金
子
　
松
夫 

　（
130
口
以
上
） 

高
井
　
松
喜 

 

阿
久
津
晴
重 

 

宇
敷
　
幸
雄 

　（
80
口
以
上
） 

 

角
田
　
功
夫 

 

井
上
　
仁
造 

　（
50
口
以
上
） 

星
野
　
利
昭 

　（
40
口
以
上
） 

金
子
　
好
男 

　（
30
口
以
上
） 

井
上
　
辰
雄 

青
柳
　
盛
明 

よ
う 

 

こ
そ 

10
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

（
敬
称
略
） 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

斉
藤
　
君
江 

 

小
林
す
み
子 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

 

坂
井
　
光
一 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

増
田
フ
ミ
子 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

林
　
　
　
孝 

 

貝
瀬
　
　
昇 

 

小
菅
　
く
り 

 

武
井
　
幸
次 

 

金
子
　
　
孝 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

 

鈴
木
　
　
彰 

 

松
井
　
　
稔 

 

荻
原
シ
ヅ
ヱ 

 

〈利
南
支
部
〉 

高
野
　
軍
三 

 

小
川
　
恵
子 

 

猪
熊
　
房
子 

 

齋
藤
　
和
俊 

〈
池
田
支
部
〉 

金
井
　
清
吾 

 

川
畑
　
安
弘 

高
橋
　
正
二 

角
田
　
精
児 

木
村
ふ
さ
江 

 

斎
藤
　
　
勝 

大
嶋
　
初
雄 

大
嶋
　
一
郎 

岡
崎
　
和
喜 

岡
谷
　
悦
之 

小
林
　
純
一 

〈
薄
根
支
部
〉 

倉
沢
　
四
郎 

高
橋
　
節
子 

久
枝
　
充
子 

松
井
與
志
夫 

〈
川
田
支
部
〉 

深
津
ア
ヤ
子 

渋
谷
判
太
郎 

〈
利
根
南
支
部
〉 

藤
林
　
勇
一 

〈
片
品
支
部
〉 

宮
田
チ
エ
リ
ル 

星
　
　
文
夫 

井
之
上
美
佳 

千
明
　
初
美 

〈
川
場
支
部
〉 

永
井
　
つ
ま 

 

藤
巻
　
壽
雄 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

佐
藤
　
春
幸 
 

渋
谷
　
千
代 
 

嶌
田
　
秀
春 
 

上
野
　
孝
志 

 

関
　
　
周
治 

羽
吹
　
中
子 

福
島
　
恬
子 

米
田
　
　
茂 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

高
橋
　
勇
三 

〈
水
上
支
部
〉 

関
口
　
俊
子 

〈
新
治
支
部
〉 

原
澤
　
ミ
ヨ 

 

上
原
　
君
江 

上
原
与
志
雄 

佐
藤
　
房
子 

品
田
　
元
夫 

増
田
　
敏
明 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

石
坂
　
恵
造 

 

広
橋
　
良
和 

 

諸
田
　
豊
二 

 

中
沢
　
英
彦  

斉
藤
　
能
成 

〈
高
山
支
部
〉 

関
　
　
正
則 

 

後
藤
幸
三
郎 

〈
赤
城
村
支
部
〉 

 

永
井
　
鑑
一 

▼
10
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
一
○
二
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

　
11
月
10
日
、
職
員
130
人
が
参

加
し
て
院
内
災
害
医
療
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
大
型
バ
ス
が
横
転

し
、
一
度
に
30
人
の
傷
病
者
が

搬
入
さ
れ
て
き
た
想
定
で
す
。 

　
院
内
で
は
、
直
ち
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
る
と
、
本
格
的

な
怪
我
の
化
粧
を
し
た
模
擬
傷
病

者
が
重
症
度
別
に
次
々
と
運
び
込

ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て

緊
急
招
集
さ
れ
た
医
師
・
看
護
師

を
は
じ
め
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
が
迅

速
に
傷
病
者
の
診
断
・
治
療
に
あ

た
る
と
い
う
実
際
さ
な
が
ら
の
訓

練
で
す
。 

　
患
者
役
職
員
は
、
何
を
さ
れ
て

も
無
反
応
な
重
症
者
、
処
置
中
に

胸
の
苦
し
み
を
訴
え
床
に
倒
れ
込

む
患
者
、
「
痛
い
」
「
早
く
診

ろ
」
を
連
呼
す
る
患
者
な
ど
、
迫

真
の
演
技
で
緊
迫
感
を
う
み
出

し
、
医
療
者
の
機
敏
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
当
院
を
取
巻
く
環
境
は
、
多

数
傷
病
者
の
来
院
は
十
分
可
能
性

が
あ
り
、
初
め
て
の
試
み
だ
が
有

意
義
な
訓
練
に
な
っ
た
」
と
統
轄

の
関
原
医
師
は
話
し
ま
し
た
。 
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「
訪
問
看
護
」
は
、
お
年
寄
り

や
難
病
、
障
害
な
ど
を
お
持
ち
の

方
々
が
、
住
み
な
れ
て
い
る
家
で

安
心
し
て
療
養
で
き
る
制
度
で

す
。 

　
10
年
前
に
設
立
し
た
「
と
ね

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
、
６
人
の
看
護
師
が
24
時
間

対
応
で
、月
に
80
人
を
超
え
る
利

用
者
の
お
宅
に
お
伺
い
し
て
、安
心

し
て
療
養
で
き
る
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、利

用
さ
れ
る
皆
様
と
と
も
に
、
各
医

療
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
訪
問
看
護
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。 

　
所
長
の
星
野
看
護
師
は
「
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
退
院
さ
れ
る
方
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
ぜ
ひ
訪
問
看
護
を
ご
利
用

下
さ
い
。
ご
自
宅
ま
で
伺
い
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
援
助
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
外
来

通
院
中
で
お
困
り
の
方
や
関
係
者

も
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。 

　
ご
相
談
は
、電
話
23-

３
７
０
６

と
ね
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
。 

多数傷病者受け入れの 

災害医療訓練 
利根中央病院 

住
み
な
れ
た
家
で

住
み
な
れ
た
家
で 

　安
心
し
て
療
養
を

安
心
し
て
療
養
を 

住
み
な
れ
た
家
で 

　安
心
し
て
療
養
を 

在宅ケアにあたる6人の訪問看護師 

とね訪問看護 
ステーション 

腹
部
に
鉄
が
さ
さ
っ
て
い
る
化
粧
↓ 

外出時にはしっかりと着込んだり、お風呂の脱衣所やトイレなどには暖房器具を入れるなどしてなるべく温度差を少なくする工夫が大切です。 
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材木町１ 
材木町２ 
材木町11 
上原町6-2 
上原町9-1 
西原新町３ 
西倉内町８ 
榛名町1-2 
榛名町8-1 
榛名町8-2 
鍛冶町10 
鍛冶町６ 
高橋場町原田神明 
上久屋町馬場 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
硯田町合同班 
白岩町合同班 
井土上合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
尾合上 
生枝合同班 
伊香原上 
伊香原中 
大楊１ 
大楊３ 
日影南郷 
二本松１ 
二本松４ 
築地 
菅沼１ 
菅沼２ 
築地 
中野 
下牧原の中 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組１ 
月夜野町組6-2 
小川島合同班 
水沼 
須川十二河原 
須川上１ 
須川上２ 
須川下 
布施大塩 
谷地宮原 
糸井中宿 
糸井常木 
入原下２ 
入原下２ 
入原１ 
入原上２ 
入原下１ 
入原中合同班 
上宿合同班 
下宿合同班 
藤井合同班 
永井合同班 
判形前原 
いこいの家 
１階北 
ふれあいの輪 

脳卒中の前ぶれには、強い頭痛が起きたり、物が二重に見えたり、視野が半分欠けたり、ろれつが回らなくなったりします。このような時はすぐ救急車で受診を。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

インフルエンザ予防の話 
インフルエンザ予防の話 
ボケ予防の話 
大腸がんチェック、インフルエンザの話 
大腸がんチェック、インフルエンザの話 
生活習慣病の話 
体脂肪測定、疲労度チェック 
骨密度測定、増資缶持ち寄り班会 
骨密度測定、増資缶持ち寄り班会 
骨密度測定、増資缶持ち寄り班会 
血管年齢測定 
血管年齢測定 
バランスよく快食、ほどほど飲酒 
大腸がんチェック 
簡単な体操 
腰痛体操 
ウォーキングの話 
ウォーキングの話 
転倒予防体操 
砂糖の話、むし歯の話 
砂糖の話、むし歯の話 
指圧 
骨密度測定 
大腸がんチェック、増資の話 
大腸がんチェック、増資の話 
大腸がんチェック、後期高齢者医療制度の話 
大腸がんチェック、後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
泌尿器の話 
泌尿器の話 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
映画会 
医療生協のしくみ 
大腸がんチェック、体脂肪測定 
透析の話 
透析の話 
健診結果の見方 
健診結果の見方 
健診結果の見方 
血圧チェック 
血圧チェック 
後期高齢者医療制度の話 
大腸がんチェック、セラバンド体操 
大腸がんチェック、セラバンド体操 
大腸がんチェック、セラバンド体操 
バランスよく快食 
後期高齢者医療制度の話 
肺炎とインフルエンザの話 
笑いの効用 
転倒予防体操、体脂肪測定 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
おひまち班会 
全国高齢者集会の話 
タバコの害の話 
笑いの効用 

4 
3 
6 
4 
4 
4 
5 
3 
3 
4 
4 
4 
8 
5 
16 
7 
5 
4 
11 
6 
6 
4 
15 
2 
6 
4 
3 
7 
4 
3 
3 
4 
4 
4 
8 
5 
4 
3 
3 
3 
3 
4 
4 
5 
3 
4 
3 
7 
4 
6 
5 
3 
5 
4 
4 
5 
4 
3 
3 
4 
3 
7 
7 
9 
27 

沼田東
　 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
沼田北 
利　南 
 
 
薄　根 
 
 
川　田 
 
白　沢 
 
利根北 
 
 
 
利根南 
 
 
片　品 
 
 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
新　治 
 
 
 
 
 
昭和東 
 
昭和南 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高　山 
職域・他 
病棟・他 
 

小野　のぶ 
大谷　好子 
小林永久子 
村田　定蔵 
星野　栄子 
佐藤　長次 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
竹村　健一 
石倉　時子 
織田沢澄世 
 
星野　早苗 
金子　幸子 
 
久枝　　允 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
角田　梅子 
中村　節枝 
井上　辰雄 
角田　功史 
金子　初雄 
金子喜一郎 
星野しづ子 
佐々木伸治 
湯本　昭二 
星野　みね 
大竹　　賢 
戸丸　正美 
星野　みね 
小野里まさ代 
山田八重子 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
丸 山 　 功  
片野　良子 
石坂　堅一 
大木　金治 
鈴木吉之助 
田村　照代 
梅沢　貞子 
木桧　芳子 
水野久美子 
福島　槇子 
佐藤　ヤヨ 
須藤　澄子 
加藤久美子 
堤 　 み ゑ  
堤 　 み ゑ  
青木　みね 
堤　アサ江 
諸田　まつ 
諸田　邦夫 
綿貫ふさ代 
阿部　昭夫 
藤井　愛作 
諸田はま江 
木村千代子 
奥 木 　 茂  
西畠みどり 
野村　　操 

65回 総  計 341人 

10月班会開催一覧 

沼田中　西倉内町8班（クリスマスの手芸） 
　毎年楽しみにしているクリスマス手芸の班会。坂
大班長の指導のもと、今年は色んなマカロニを使っ
てクリスマスリースの飾り付けをしました♪♪ 

池田　岡谷西1班（生活習慣病の話、体脂肪チェック）
　ビデオ学習や体脂肪チェック後、「あおばの健診」
の結果の話題になり、「もう少し脂分を控えて、バラ
ンス良い食事しなきゃね」「歩き始めてみようかしら」
など、隔月の班会で健康意識が益々高まっています☆ 

　昨年のリクエストに応え、今年も下
町住民センターで健康チェックを実施。 
骨密度や血管年齢チェックに加え、今
年は新たに「内臓脂肪」もチェック。 
男性の脂肪過多が目立ちました。 

班会あれこれ 
おらがまちの 

　（
20
口
以
上
） 

 

國
井
　
常
光 

横
坂
か
お
り 

　（
10
口
以
上
） 

星
野
シ
ヅ
ヨ 

〈
利
根
南
支
部
〉 

　（
340
口
以
上
） 

鈴
木
　
隆
夫 

　（
330
口
以
上
） 

鈴
木
　
照
夫 

　（
290
口
以
上
） 

佐
々
木
末
治 

　（
250
口
以
上
） 

佐
々
木
浩
一 

　（
220
口
以
上
） 

佐
々
木
　
潔 

 

中
沢
　
幹
治 

　（
190
口
以
上
） 

 

沢
口
　
誠
市 

　（
150
口
以
上
） 

角
田
　
一
男 

沢
口
　
定
吉 

佐
々
木
秀
一 

　（
140
口
以
上
） 

佐
々
木
勝
美 

　（
110
口
以
上
） 

沢
口
久
米
雄 

　（
100
口
以
上
） 

佐
々
木
憲
司 

　（
80
口
以
上
） 

星
野
　
　
皓 

　（
70
口
以
上
） 

鈴
木
　
美
夫 

鈴
木
　
　
惇 

加
藤
　
政
次 

　（
50
口
以
上
） 

桑
原
　
勇
次 

 

鈴
木
　
真
一 

小
菅
　
良
平 

鈴
木
　
邦
夫 

　（
40
口
以
上
） 

星
野
　
高
雄 

鈴
木
　
慶
寿 

 

見
城
　
哲
夫 

中
沢
　
政
雄 

佐
々
木
伸
治 

　（
30
口
以
上
） 

中
村
キ
ヨ
子 

　（
20
口
以
上
） 

青
木
庄
市
郎 

藤
林
　
勇
一 

　（
10
口
以
上
） 

渡
辺
　
晃
三 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1800
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
270
口
以
上
） 

金
子
　
英
樹 

星
野
　
亘
也 

　（
250
口
以
上
） 

桑
原
　
洋
子 

　（
220
口
以
上
） 

 

林
　
　
和
夫 

　（
210
口
以
上
） 

原
沢
　
ト
ク 

　（
190
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

 

桑
原
　
梅
男 

　（
170
口
以
上
） 

今
泉
　
富
司 

　（
150
口
以
上
） 

入
沢
　
文
三 

　（
130
口
以
上
） 

星
野
　
政
男 

　（
120
口
以
上
） 

星
野
　
　
功 

川
田
　
悦
男 

山
岸
　
よ
し 

　（
90
口
以
上
） 

星
　
　
文
夫 

　（
70
口
以
上
） 

宮
田
　
英
二 

須
藤
　
規
光 

戸
丸
　
玉
枝 

　（
60
口
以
上
） 

高
山
　
茂
男 

 

佐
藤
　
幸
一 

　（
50
口
以
上
） 

武
藤
　
邦
秀 

　（
40
口
以
上
） 

井
上
　
英
雄 

入
沢
　
祐
明 

井
上
　
隆
至 

千
明
　
初
美 

　（
30
口
以
上
） 

戸
丸
　
熊
造 

笠
原
　
良
一 

千
明
　
博
治 

星
野
　
守
夫 

星
野
　
　
直 

植
田
　
由
秋 

星
野
　
　
満 

千
明
　
金
造 

　（
20
口
以
上
） 

戸
丸
　
好
夫 

星
野
　
文
雄 

大
竹
　
千
束 

宮
田
チ
エ
リ
ル 

　（
10
口
以
上
） 

戸
丸
良
三
郎 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
130
口
以
上
） 

星
野
　
宏
次 

　（
80
口
以
上
） 

宮
田
　
和
昌 

　（
50
口
以
上
） 

宇
敷
　
忠
義 

角
田
　
忠
次 

上
村
　
勇
美 

星
野
勝
次
郎 

武
井
　
晴
夫 

桑
原
　
新
作 

　（
40
口
以
上
） 

小
林
八
恵
子 

吉
野
　
博
喜 

星
野
　
伸
一 

藤
巻
　
壽
雄 

　（
30
口
以
上
） 

信
沢
　
昭
二 

松
井
　
四
郎 

小
林
源
之
助 

保
坂
　
祐
一 

細
谷
　
信
男 

　（
20
口
以
上
） 

信
沢
美
砂
子 

布
施
　
義
雄 

今
井
与
兵
衛 

丸
山
　
敏
雄 

 

星
野
　
　
忍 

桑
原
　
　
実 

 

星
野
　
順
一 

 

綿
貫
　
光
昌 

細
谷
　
久
一 

巻
口
　
菊
一 

角
田
　
平
雄 

久
保
田
勇
三 

横
坂
　
幸
男 

林
　
　
郁
男 

明
田
　
　
浩 

新
木
　
義
雄 

小
林
　
安
二 

宮
崎
　
英
一 

 

星
野
留
三
郎 

田
村
　
初
枝 

角
田
　
　
豊 

　（
10
口
以
上
） 

戸
丸
　
一
三 

星
野
　
敏
光 

角
田
　
義
雄 

今
井
真
佐
人 

関
　
金
一
郎 

角
田
　
　
充 

大
川
　
正
憲 

土
田
　
洋
三 

林
　
　
　
武 

菅
沼
　
五
郎 

 

明
田
　
孝
幸 

宮
崎
　
　
薫 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
2470
口
以
上
） 

山
田
　
忠
夫 

　（
1410
口
以
上
） 

小
林
　
一
義 

　（
1000
口
以
上
） 

吉
澤
　
嘉
子 

　（
550
口
以
上
） 

木
村
　
春
夫 

　（
490
口
以
上
） 

藤
原
　
晃
長 

　（
420
口
以
上
） 

桑
原
　
和
一 

　（
390
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
300
口
以
上
） 

桑
原
徳
次
郎 

　（
280
口
以
上
） 

高
橋
郁
太
郎 

高
橋
　
利
三 

　（
250
口
以
上
） 

阿
部
　
隆
明 

　（
230
口
以
上
） 

真
庭
　
一
男 

　（
220
口
以
上
） 

高
橋
　
照
男 

高
橋
　
国
博 

番
場
　
正
夫 

　（
210
口
以
上
） 

桑
原
よ
し
の 

　（
200
口
以
上
） 

渋
谷
　
千
代 

　（
190
口
以
上
） 

阿
部
　
恒
夫 

　（
170
口
以
上
） 

藤
原
　
大
寿 

　（
160
口
以
上
） 

都
筑
　
志
げ 

阿
部
友
之
助 

五
十
嵐
令
一 

　（
150
口
以
上
） 

富
沢
　
利
夫 

高
橋
サ
ク
ヱ 

　（
140
口
以
上
） 

宮
下
　
宗
作 

登
坂
　
房
男 

　（
130
口
以
上
） 

高
橋
　
義
弘 

神
谷
　
丑
三 

木
村
　
眞
一 

牧
田
　
秀
代 

　（
120
口
以
上
） 

高
橋
　
宗
作 

増
田
　
重
吉 

羽
鳥
さ
い
子 

高
橋
　
武
志 

木
村
　
ク
ニ 

　（
110
口
以
上
） 

高
橋
　
昭
二 

桑
原
　
　
翆 

渋
谷
　
正
誼 

山
浦
　
和
喜 

　（
100
口
以
上
） 

今
井
　
宗
平 

 

千
明
　
精
一 

　（
90
口
以
上
） 

 

笛
木
　
正
雄 

阿
部
　
政
二 

桑
原
　
一
郎 

阿
部
克
二
郎 

広
橋
　
絹
代 

羽
吹
　
中
子 

　（
80
口
以
上
） 

高
橋
　
才
介 

�
�
茂
野
　
軍
哉 

 

原
沢
　
文
六 

根
津
　
松
男 

栗
原
　
豊
生 

林
　
　
文
吾 

馬
場
　
征
夫 

 

福
島
　
恬
子 

　（
70
口
以
上
） 

遠
藤
　
寅
平 

木
村
　
一
巳 

都
丸
　
富
子 

尾
上
　
恭
一 

池
田
　
正
雄 

宮
本
　
睦
敷 

佐
々
木
正
一 

櫛
渕
　
芳
男 

　（
60
口
以
上
） 

 

池
田
　
寛
治 

 

田
村
　
義
久 

上
村
美
智
也 

高
橋
　
錦
治 

 

真
庭
　
教
計 

須
藤
　
ち
よ 

増
田
　
清
三 

　（
50
口
以
上
） 

 

今
井
　
　
守 

関
　
　
豊
次 

斉
藤
　
栄
二 

 

川
端
兼
太
郎 

野
村
　
政
雄 

山
田
　
勝
佐 

吉
沢
　
伸
二 

阿
部
　
絹
子 

羽
鳥
　
殖
夫 

　（
40
口
以
上
） 

 

今
井
　
達
也 

高
橋
　
和
雄 

林
　
　
克
己 

 

林
　
　
敏
男 

 

阿
部
　
昭
子 

阿
部
　
民
雄 

高
柳
　
正
次 

白
倉
　
章
男 

中
島
　
智
雄 

福
島
　
英
一 

千
明
由
美
子 

増
田
　
隆
一 

大
島
　
　
潔 

関
　
　
周
治 

　（
30
口
以
上
） 

入
沢
　
　
宏 

見
城
　
敏
雄 

 

高
橋
和
一
郎 

 

桑
原
　
政
衛 

 

高
橋
　
雄
作 

飯
塚
　
光
芳 

高
橋
専
二
郎 

 

阿
部
喜
久
雄 

　（
20
口
以
上
） 

星
野
　
　
晃 

斉
藤
東
三
治 

金
古
　
時
代 

増
田
　
福
寿 

林
　
　
与
則 

 

山
岸
　
丈
夫 

高
橋
茂
太
郎 

増
田
　
宗
久 

阿
部
　
詩
子 

真
庭
　
高
広 

　（
10
口
以
上
） 

原
田
　
正
美 

 

大
谷
　
ケ
サ 

 

高
橋
　
宣
之 

湯
本
三
四
郎 

高
橋
　
正
次 

小
杉
　
一
成 

 

林
　
　
正
人 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1550
口
以
上
） 

林
　
　
郁
次 

　（
1500
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
470
口
以
上
） 

若
桑
　
静
司 

　（
410
口
以
上
） 

高
柳
　
梅
吉 

　（
390
口
以
上
） 

杉
木
　
重
則 

　（
320
口
以
上
） 

中
嶋
　
茂
治 

　（
310
口
以
上
） 

石
坂
　
昇
一 

　（
250
口
以
上
） 

原
沢
　
和
弥 

　（
240
口
以
上
） 

原
　
健
太
郎 

広
井
忠
三
郎 

　（
230
口
以
上
） 

内
海
　
勝
江 

　（
190
口
以
上
） 

阿
部
ハ
ツ
子 

　（
160
口
以
上
） 

宮
沢
　
善
吉 

　（
150
口
以
上
） 

高
橋
　
光
興 

　（
130
口
以
上
） 

高
橋
　
勇
三 

　（
120
口
以
上
） 

小
林
　
雅
男 

 

平
賀
　
　
長 

 

杉
木
　
節
子 

丸
山
　
　
正 

　（
110
口
以
上
） 

宮
澤
　
玲
子 

　（
100
口
以
上
） 

桑
原
　
と
り 

　（
90
口
以
上
） 

阿
部
　
　
勝 

桑
原
　
和
明 

林
　
　
秀
昭 

　（
80
口
以
上
） 

 

茂
木
　
好
雄 

久
世
政
太
郎 

林
　
　
登
吉 

深
津
　
政
雄 

青
柳
　
友
雄 

林
　
と
き
子 

狩
野
　
利
夫 

　（
70
口
以
上
） 

深
井
　
馬
次 

常
山
　
一
郎 

原
沢
　
良
輝 

　（
60
口
以
上
） 

五
十
嵐
次
男 

高
橋
　
仁
司 

杉
木
　
一
三 

 

内
海
　
仁
平 

林
　
　
恵
一 

　（
50
口
以
上
） 

笹
川
　
修
巳 

 

平
田
　
朝
男 

阿
部
　
ふ
き 

平
井
　
　
始 

木
村
　
富
充 

森
　
悠
紀
江 

　（
40
口
以
上
） 

山
浦
　
俊
彦 

中
村
久
市
郎 

 

斎
木
　
俊
一 

高
橋
　
勝
久 

丸
山
　
正
市 

 

片
野
　
繁
夫 

　（
30
口
以
上
） 

高
橋
　
利
夫 

 

林
　
　
晃
弘 

　（
20
口
以
上
） 

山
田
　
一
郎 

櫛
渕
　
利
明 

高
橋
　
長
平 

　（
10
口
以
上
） 

樋
口
　
之
雄 

阿
部
　
博
治 

篠
田
　
　
博 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
1550
口
以
上
） 

小
崎
洋
一
郎 

　（
240
口
以
上
） 

林
　
　
昌
夫 

　（
180
口
以
上
） 

生
方
　
鉄
二 

　（
130
口
以
上
） 

廣
田
　
初
枝 

　（
120
口
以
上
） 

 

中
沢
シ
ヅ
エ 

　（
110
口
以
上
） 

阿
部
直
三
郎 

　（
100
口
以
上
） 

渡
辺
　
ひ
で 

　（
90
口
以
上
） 

 

木
村
　
京
子 

　（
80
口
以
上
） 

濱
名
　
ミ
キ 

　（
70
口
以
上
） 

木
村
　
栄
一 

鈴
木
　
忠
三 

　（
60
口
以
上
） 

長
谷
川
博
子 

　（
50
口
以
上
） 

木
村
　
英
一 

　（
40
口
以
上
） 

正
田
　
洋
子 

 

秋
山
　
　
豊 

　（
30
口
以
上
） 

 

鈴
木
　
光
夫 

三
橋
　
昭
二 

　（
20
口
以
上
） 

冨
田
　
和
平 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
1000
口
以
上
） 

大
坪
富
美
子 

　（
640
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　（
540
口
以
上
） 

林
　
　
藤
吉 

　（
320
口
以
上
） 

 

見
城
　
倫
子 

　（
280
口
以
上
） 

小
林
太
一
郎 

　（
260
口
以
上
） 

佐
藤
勝
次
郎 

　（
220
口
以
上
） 

原
澤
　
圭
子 

　（
190
口
以
上
） 

 

原
沢
ク
メ
ヨ 

　（
170
口
以
上
） 

 

岡
田
　
し
ん 

　（
160
口
以
上
） 

林
　
　
清
衛 

北
野
　
静
雄 

　（
130
口
以
上
） 

島
崎
　
金
衛 

林
　
　
正
一 

　（
120
口
以
上
） 

 

河
合
　
準
二 

本
多
　
辰
雄 

　（
110
口
以
上
） 

　
鈴
木
　
い
わ 

　（
90
口
以
上
） 

福
田
利
志
夫 

　（
80
口
以
上
） 

佐
藤
　
只
一 

山
岸
　
満
男 

山
崎
　
節
士 

本
多
　
信
男 

宮
内
ち
ゐ
子 

笛
木
　
三
代 

　（
70
口
以
上
） 

永
島
　
光
明 

石
坂
　
一
美 

上
原
　
光
雄 

西
山
　
達
夫 

峠
　
シ
ズ
ヱ 

水
野
　
浩
充 

　（
60
口
以
上
） 

高
橋
　
一
夫 

 

森
下
た
か
え 

　（
50
口
以
上
） 

笛
木
　
　
東 

山
口
吉
太
郎 

原
沢
真
治
郎 

　（
40
口
以
上
） 

笛
木
　
政
吉 

原
沢
　
　
寛 

細
矢
や
へ
子 

　（
30
口
以
上
） 

鈴
木
　
和
夫 

　（
20
口
以
上
） 

村
山
　
良
男 

志
賀
　
清
次 

森
下
　
修
司 

　（
10
口
以
上
） 

永
井
　
弘
志 

信
澤
美
江
子 

原
沢
　
幹
治 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
960
口
以
上
） 

 

林
　
　
篤
次 

　（
810
口
以
上
） 

 

杉
木
　
哲
二 

　（
110
口
以
上
） 

原
　
　
照
雄 

　（
90
口
以
上
） 

伊
藤
　
知
也 

　（
80
口
以
上
） 

鈴
木
　
博
充 

　（
70
口
以
上
） 

吉
野
　
　
章 

　（
60
口
以
上
） 

吉
野
　
孝
男 

石
井
　
幸
夫 

　（
50
口
以
上
） 

関
上
富
士
雄 

 

関
上
　
佳
弥 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
2350
口
以
上
） 

堤
　
　
み
ゑ 

　（
1020
口
以
上
） 

藤
井
　
よ
し 

　（
550
口
以
上
） 

諸
田
　
邦
男 

　（
300
口
以
上
） 

藤
井
　
愛
作 

　（
190
口
以
上
） 

竹
内
惣
兵
衛 

　（
130
口
以
上
） 

 

稲
垣
　
寛
一 

　（
120
口
以
上
） 

竹
内
　
芳
茂 

　（
110
口
以
上
） 

藤
井
　
富
夫 

　（
100
口
以
上
） 

藤
井
　
博
義 

 

星
野
　
寛
司 

金
井
　
喜
八 

　（
80
口
以
上
） 

吉
沢
　
充
彰 

藤
井
　
一
由 

阿
部
　
昭
夫 

　（
70
口
以
上
） 

真
下
　
明
雄 

諸
田
　
貞
明 

綿
貫
　
良
雄 

　（
60
口
以
上
） 

金
井
　
幸
作 

関
上
　
昭
一 

 

関
上
　
敬
二 

角
田
　
貞
治 

斉
藤
　
能
成 

　（
50
口
以
上
） 

諸
田
　
　
久 

広
田
　
四
郎 

酒
井
　
忠
孝 

 

藤
井
　
　
豊 

古
沢
　
徹
也 

千
木
良
厚
巳 

　（
40
口
以
上
） 

原
沢
　
　
作 

小
泉
　
光
由 

高
橋
　
健
造 

菅
原
長
左
ヱ
門 

　（
30
口
以
上
） 

諸
田
　
政
夫 

藤
井
　
一
征 

諸
田
　
豊
二 

　（
20
口
以
上
） 

古
沢
　
栄
治 

樋
口
　
栄
樹 

　（
10
口
以
上
） 

 

広
橋
　
良
和 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
260
口
以
上
） 

平
形
作
太
郎 

　（
250
口
以
上
） 

 

鯨
井
房
太
郎 

　（
200
口
以
上
） 

中
島
　
輝
久 

　（
180
口
以
上
） 

田
村
　
武
夫 

　（
120
口
以
上
） 

阿
部
　
明
樹 

　（
100
口
以
上
） 

後
藤
　
祐
良 

小
林
　
章
宏 

　（
80
口
以
上
） 

林
　
利
喜
夫 

田
中
　
時
雄 

　（
70
口
以
上
） 

 

大
渕
　
寅
雄 

　（
60
口
以
上
） 

大
渕
景
治
郎 

　（
50
口
以
上
） 

 

林
　
　
征
男 

野
上
　
昭
道 

　（
40
口
以
上
） 

大
渕
亥
三
雄 

　（
30
口
以
上
） 

星
野
　
好
美 

 

小
淵
　
伊
豆 

　（
20
口
以
上
） 

山
口
　
　
広 

河
原
田
幹
夫 

　（
10
口
以
上
） 

 

山
口
　
久
男 

〈
中
之
条
町
〉 

　（
160
口
以
上
） 

矢
尾
板
喜
一 

　（
50
口
以
上
） 

宮
崎
　
俊
夫 

〈
赤
城
村
〉 

　（
10
口
以
上
） 

永
井
　
鑑
一  

沼田西 
支部 

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

「
内
臓
脂
肪
。や
っ
ぱ
り
こ
ん
な
に
…
」 

������������
������������
yyyyyyyyyyyy
yyyyyyyyyyyy「今年も病院内に飾って」 
　　　　　　　と菊の贈り物 

沼田中学校3年　技術科生徒より 



 

2007年12月１日（毎月1回1日発行） 第459号　（４） 利 根 の 保 健  

六
姉
妹
八
十
六
の
姉
の
下
に
今
年
も
元
気
で
集
へ
る
幸

せ 
 

命
あ
る
限
り
は
踊
り
続
け
ん
と
鏡
に
我
の
姿
た
し
か
む 

  

狭
庭
辺
の
櫟
の
根
元
雀
ら
の
砂
あ
び
の
あ
と
丸
く
窪
め

る 
 

ふ
ん
わ
り
と
夕
陽
に
並
ぶ
枯
尾
花
崩
る
る
前
の
命
を
か

ざ
る 

 

さ
や
さ
や
と
風
渡
り
く
る
道
の
辺
に
じ
ゅ
ず
玉
の
穂
垂

れ
て
ゆ
ら
げ
り 

 

見
渡
せ
ば
黄
金
の
稲
は
片
づ
き
て
広
々
と
し
た
田
に
鳥

の
影 

 

除
草
剤
ま
か
れ
る
前
の
一
輪
を
挿
せ
ば
生
き
い
き
水
を

あ
げ
を
り 

 

風
船
の
バ
レ
ー
は
楽
し
老
同
志
勝
ち
て
は
笑
い
負
て
も

笑
顔 

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
馬
喰
町
　
　
　
金
　
井
　
貴
美
子 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
渡
　
丸
　
共
　
代 

  

み
な
か
み
町
小
川
　
　
田
　
村
　
ふ
じ
の 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

  

み
な
か
み
町
後
閑
　
　
林
　
　
　
ミ
　
ナ 

  

沼
田
市
上
原
町
　
　
　
津
久
井
　
澄
　
恵 

  

川
場
村
湯
原
　
　
　
　
角
　
田
　
春
　
恵 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
吉
　
野
　
仍
　
次 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
峰
　
川
　
幸
　
江 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
桑
　
原
　
昭
　
一 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
金
　
井
　
粂
　
子 

  

沼
田
市
栄
町
　
　
　
　
渡
　
辺
　
き
み
子 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
い
よ
い
よ
冬
も
本
番
に
な
り
、
か
ぜ
に
注
意
が
必
要
な

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
医
学
的
に
は
「
か
ぜ
」
と
い
う
病
気
は
な
く
、
一
般
的

に
上
気
道
（
鼻
、
の
ど
）
の
急
性
炎
症
を
呈
す
る
病
気
の

総
称
を
「
か
ぜ
症
候
群
」
と
言
い
ま
す
。
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か
ぜ
は
万
病
の
も
と 

〜
予
防
の
基
本
は
う
が
い
、手
洗
い
〜 

利根中央病院 
内科外来 主任 

宮本 笑子 

鮭とかぶの 
　　クリーム煮 

□ 作り方 
①生鮭は１切を３つのそぎ切りにし、塩、こしょ
うをふる。たまねぎは薄切り、かぶは皮をむい
て六つ割りにし、軽く下ゆでしてざるに上げる。
別にかぶの葉もしんなりするまでゆでて、ざく
切りにしておく。 

②フライパンにバターを溶かしてたまねぎを炒め、
しんなりしてきたら、鮭を入れて両面に焼き色
がつくまで焼く。 

③②に小麦粉をふり入れて、弱火でよく炒め、牛
乳を注ぎ入れる。全体をよく混ぜてとろみをつけ、
スープの素とかぶを入れて、弱火で７～８分煮る。
塩、こしょうで味をととのえ、①のかぶの葉を
加える。 

生鮭(切り身)…４切　　かぶ(葉つき)…４個 
たまねぎ…１個　　　牛乳…３カップ 
小麦粉…大さじ４　　固形スープの素…２個 
バター…大さじ４　　塩・こしょう…少々 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　片柳こずえ） 

い
ら
か 

も
と 

寒い時期にからだの温まる煮込み料理です。 

か
ぜ
症
候
群
と
は
？ 

《連載 第４回》 

　生協に加入することのメリットや出資金
についてなど、とくに多く寄せられる質問
や疑問について、数回にわ
たりお伝えしていきます。 

　組合員のメリットは、組合員
が協同してつくった病院・診療

所で安心して医療が受けられます。そし
て、班会をひらいて病気の予防、健康増
進について学びあい、健康チェックが出
来ます。 
　利根保健生協では、各総代さんや班長
さんを通じて、その時々の医療制度の改
善、医療相談、健康づくりに役立つ情報
などを満載した「利根の保健」を毎月お
届けしています。 
　組合員割引制度としては、人間ドック
や各種健康診断、文書料、分娩料、歯科
の一般料金などで割引制度があります。 

  組合員の 
メリットは？ 

SSSSSSSSSSSSSSSSSSS

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

SSSSSSSSSSSSSSSSSSS

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

SSSSSSSSSSSSSSSSSSS

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

SSSSSSSSSSSSSSSSSSS

S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

脳卒中を起こしたときは直ぐに救急車を呼びましょう。麻痺している側を上に横向きに寝かせ、ベルトなど体を締め付けるものは緩めて待ちましょう。 

「せせらぎ」はお休みします。 

冬
ざ
れ
の
野
に
抱
き
合
へ
り
道
祖
神 

  

病

院

の

建

替

え

話

冬

日

和 
  

屋
根
か
え
て
光
る
甍
や
天
高
し 

  

荒
れ
し
ま
ま
杣
の
道
辺
や
吾
亦
紅 

  

米
百
俵
値
は
下
が
れ
ど
も
縁
故
米 

  

我
が
里
と
隣
を
ま
た
ぐ
時
雨
虹 

  

浄
瑠
璃
も
バ
レ
エ
も
良
く
て
文
化
の
日 

油
断
し
て
は 

　
い
け
な
い
症
状 

　
か
ぜ
症
候
群
は
ほ
と
ん
ど
が
２

〜
３
日
で
治
り
ま
す
が
、
す
で
に

気
管
支
や
細
気
管
支
に
慢
性
の
病

変
を
も
っ
て
い
る
人
で
は
、
呼
吸

状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

　
慢
性
の
病
気
を
も
っ
て
い
な
い

人
で
も
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ

り
、
新
た
に
細
菌
感
染
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
二
次

感
染
ま
た
は
混
合
感
染
と
呼
ば
れ

る
状
態
で
、
色
の
つ
い
た
痰
が
増

え
た
り
、
熱
が
続
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児

や
お
年
寄
り
は
、
か
ぜ
か
ら
肺
炎

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
よ
く
な
ら
な
い
時

は
「
た
か
が
、
か
ぜ
ぐ
ら

い
・
・
」
と
簡
単
に
考
え
ず
、
診

察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。 

治
療
は
安
静
、 

保
温
、栄
養
が
基
本 

　
か
ぜ
症
候
群
を
起
こ
す
ウ
イ
ル

ス
に
直
接
効
く
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
治
療
は
「
安
静
」、「
保

温
」、「
栄
養
」
の
三
原
則
を
守

る
よ
う
、
心
が
け
る
こ
と
が
最
も

よ
い
対
応
と
言
え
ま
す
。 

　
「安
静
」
で
は
入
浴
は
控
え
、

早
め
に
就
寝
し
て
睡
眠
を
十
分
に

と
り
ま
し
ょ
う
。
「
保
温
」
で
は

乾
燥
を
防
ぎ
室
温
を
18
〜
20
℃

に
保
つ
工
夫
が
必
要
で
す
。
「
栄

養
」
で
は
水
分
を
多
く
と
り
、
消

化
が
よ
く
温
か
い
食
品
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。
発
熱
で
失
わ
れ
た
ビ
タ

ミ
ン
を
補
給
す
る
た
め
に
果
汁
や

緑
茶
な
ど
も
効
果
的
で
す
。
か
ぜ

の
時
は
、
下
痢
や
嘔
吐
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
、
食
事
は
無
理
に
と

る
よ
り
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ

た
い
時
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

　
な
ん
と
な
く
体
の
だ
る
さ
・
寒

気
・
の
ど
や
鼻
が
乾
い
た
感
じ
が

１
日
ぐ
ら
い
続
い
た
後
で
、
本
格

的
に
の
ど
の
痛
み
、
鼻
水
や
鼻
詰

り
と
い
う
症
状
で
「
か
ぜ
症
候

群
」
が
始
ま
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

は
こ
の
ま
ま
で
治
り
ま
す
が
、
な

か
に
は
咳
や
白
っ
ぽ
い
痰
が
出
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
炎
症
が
鼻
、
の
ど
か
ら
気
管
支

の
ほ
う
に
下
が
っ
て
き
た
証
拠
で

す
。
さ
ら
に
熱
が
出
た
り
、
頭
痛

や
吐
き
気
、
下
痢
と
い
う
全
身
症

状
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

な
か
ま
の
作
品
募
集
！ 

「
新
年
特
集
号
」 

〈
締
切
り
〉
12
月
10
日
（月
） 

〈
郵
送
先
〉
〒
三
七
八
ー
〇
〇
五
三
 
沼
田
市
東
原
新
町
一
八
五
五
の
一 

　
　
　
　
　
利
根
保
健
生
協
　
「な
か
ま
の
作
品
」
係 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
二
二
ー
二
三
〇
〇
組
織
課
ま
で 

す 
主
な
原
因
は 

　
ウ
イ
ル
ス
感
染 

　
原
因
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

こ
と
が
90
〜
95
％
と
、
も
っ
と

も
多
い
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
２
０
０
種

類
以
上
に
も
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
上
気
道
の
粘

膜
に
く
っ
つ
い
て
感
染
、
炎
症
を

起
こ
し
て
発
症
し
ま
す
。 

か
ぜ
の
予
防 

■ 

マ
ス
ク 

　
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
約
３
割
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
マ

ス
ク
は
吐
く
息
で
湿
っ
て
い
ま
す

の
で
、
吸
気
に
湿
気
を
与
え
、
吸

気
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。 

■ 

保
温 

　
寒
い
と
こ
ろ
で
は
、
鼻
・の
ど
・

気
管
な
ど
の
血
管
が
収
縮
し
て
線

毛
の
動
き
が
鈍
く
な
り
ま
す
。
線

毛
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
侵
入
を

少
な
く
す
る
働
き
を
し
ま
す
の

で
、
働
き
が
悪
く
な
る
と
ウ
イ
ル

ス
が
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
温
は
予
防
に
十

分
価
値
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

■ 

人
混
み
を
避
け
る 

　
人
が
多
く
集
ま
る
所
で
は
、
な

か
に
は
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
方
も

い
る
わ
け
で
す
の
で
、
ウ
イ
ル
ス

に
接
触
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
感

染
の
機
会
を
低
く
す
る
た
め
に
、

人
混
み
を
避
け
、
ま
た
そ
の
よ
う

な
場
所
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗

い
、
う
が
い
な
ど
を
励
行
す
る
事

は
、
か
ぜ
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。 

■ 

手
洗
い 

　
ウ
イ
ル
ス
は
手
や
顔
、
衣
類
等

に
も
付
着
し
ま
す
。
手
で
目
を
こ

す
っ
た
り
、
鼻
を
い
じ
っ
た
り
す

る
こ
と
も
感
染
経
路
の
一
つ
で
す

の
で
、
帰
宅
後
に
石
鹸
で
手
や
顔

を
洗
う
こ
と
は
効
果
的
で
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に 

　
　
　
　
　
つ
い
て 

　
広
い
意
味
で
は
か
ぜ
の
一
種
で

す
が
、
感
染
力
が
強
く
、
症
状
も

重
い
こ
と
か
ら
、
か
ぜ
と
は
区
別

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が

原
因
で
、
症
状
は
38
〜
40
℃
の

熱
が
出
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
頭

痛
、
筋
肉
や
関
節
の
痛
み
、
倦
怠

感
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
現
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。 

　
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
最
も
効
果
的
で
す
。
予
防
接
種

を
し
て
い
れ
ば
、
も
し
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も
軽
く
す
む

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鼻炎 
咽頭炎 上気道 

中気道 

下気道 

喉頭炎 

気管炎 
気管支炎 
細気管支炎 

肺炎 

炎症を起こす部位 

自

宅

療

養 

医
療
機
関
診
療 

臨床症状と所見 

発 熱  ※ 

※発熱38～39
。
Cでは、他の複数の症状がみられる 

　場合には医療機関受診を奨める 

38。C以下 39。C以上 

鼻 汁  透明感あり 黄色・緑色（混濁） 

咽 頭 痛  軽い場合 激しい痛み、腫脹 

咳  軽い場合 激しい場合 


